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１　

問
題
の
所
在

　

宮
澤
賢
治
『
よ
だ
か
の
星
』
と
は
、
賢
治
の
書
い
た
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語

（
仏
前
生
譚
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
痕
跡
を
、
物
語
最
末
尾
の
一
文
「
今
で
も
ま
だ
燃
え
て
ゐ
ま
す
。」

に
み
る
。「
今
で
も
ま
だ
燃
え
て
ゐ
ま
す
」
と
は
、「
よ
だ
か
」
の
「
今
」

を
告
知
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
じ
つ
は
、
こ
の
「
今
」
と
は
、「
今
」

に
い
た
る
ま
で
の
過
去
生
を
含
ん
だ
「
今
」
と
し
て
あ
る
こ
と
、
即
ち
、

こ
の
物
語
が
〈
昔
の
○
○
は
、
今
の
△
△
な
り
〉
と
い
う
説
話
の
型
を
踏

ん
だ
物
語
と
し
て
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
、
遙
か
な
過
去
生
を
現
在
時
に

結
び
つ
け
て
説
話
を
構
成
す
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
式
を
襲
っ
て
構
成
さ
れ

た
こ
と
を
証
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
賢
治
と
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
つ
い
て
素
描
す
る
。
そ
の

後
、『
よ
だ
か
の
星
』
が
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
を
形
成
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　

２　

賢
治
と
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
式　
　

　

中
村
元
に
よ
れ
ば
、ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
と
は
、次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
は
、
元
来
中
央
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
河
流
域
に

古
く
か
ら
民
衆
の
あ
い
だ
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
教
訓
的
寓
話
で
あ
っ

た
が
、
仏
教
が
盛
ん
に
な
る
と
、
そ
れ
を
採
用
し
て
、
釈
尊
の
前
世

と
結
び
つ
け
、
釈
尊
は
過
去
世
に
善
い
国
王
、
あ
る
い
は
良
臣
・
商

人
な
ど
と
し
て
、
あ
る
い
は
猿
・
鹿
・
象
・
鳩
・
ウ
ズ
ラ
な
ど
と

し
て
こ
れ
ら
の
善
い
行
な
い
を
し
た
と
説
く
の
で
あ
る
。」（
中
村
元

『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
１
』「
ま
え
が
き
」
春
秋
社
、
一
九
八
四
・
三
）

　

宮
沢
賢
治
が
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
仏
前
生
譚
）
に
な
じ
ん
で
い
た
こ
と
は
、

以
下
に
取
り
あ
げ
る
い
く
つ
か
の
事
例
を
も
っ
て
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　
　
　

２
・
１
「
手
紙　

一
」

　
「
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
一
疋
の
竜
が
す
ん
で
ゐ
ま
し
た
。」
と
始
ま

る
「
手
紙　

一
」
は
、「
い
ま
こ
の
か
ら
だ
を
た
く
さ
ん
の
虫
に
や
る
の

は
ま
こ
と
の
道
の
た
め
だ
」
と
考
え
る
「
竜
」
が
、
我
が
身
を
「
虫
」
ど

も
に
与
え
た
結
果
、

「
死
ん
で
こ
の
竜
は
天
上
に
う
ま
れ
、
後
に
は
世
界
で
い
ち
ば
ん
え

ら
い
人
、
お
釈
迦
様
に
な
つ
て
み
ん
な
に
一
番
の
し
あ
は
せ
を
あ
た

え
ま
し
た
。」

ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
式
と
賢
治
童
話

　
　
　
　

—
 

『
よ
だ
か
の
星
』
に
ふ
れ
て —

	

下　
　

西　
　

善
三
郎
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と
い
う
内
容
を
持
つ
。こ
の「
手
紙　

一
」は
、古
宇
田
亮
延
に
よ
れ
ば
、『
大

智
度
論
』
を
典
拠
と
す
る
（
古
宇
田
亮
延
「「
手
紙　

一
」
に
つ
い
て
」『
賢
治
研
究
』

五
号
）。
原
典
た
る
『
大
智
度
論
』
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
…
…
菩
薩
の
本
身
、
曽
つ
て
大
力
の
毒
龍
と
作な

る
が
如
し
。
…
…

是
の
龍
は
一
日
戒
を
受
け
出
家
し
て
静じ
や
うを
な
し
、
林
樹
の
間
に
入
っ

て
思
惟
し
、坐
す
る
こ
と
久
う
し
て
、疲ひ

げ懈
し
て
睡
る
。
…
…
（
以
下
、

「
猟ら

ふ

者し
や

」
が
龍
の
皮
を
剥
ぎ
、
ま
た
「 

諸
も
ろ
も
ろ

 

の
小せ

う
ち
う虫

」
が
龍
の
「
身
を
食じ

き

す

る
」。
だ
が
、「
龍
」
は
あ
え
て
な
さ
れ
る
ま
ま
、「
小
虫
」
に
身
を
施
し
た
。）

…
…
爾そ

の
時
の
毒
龍
は
釈
迦
文も
ん

仏ぶ
つ

是
な
り
。
時
の
猟
師
は
提
婆
達
等

の
六
師
是
な
り
。」（
大
智
度
論
・
巻
の
十
四
、『
国
訳
大
蔵
経
』
論
部
第
一
巻
、

国
民
文
庫
版
。
以
下
、『
国
訳
大
蔵
経
』
か
ら
の
引
用
は
こ
の
版
に
よ
る
。
傍
線
、

稿
者
。
以
下
同
じ
）

　
『
大
智
度
論
』
は
、「
大
力
の
毒
龍
」
が
「
諸
の
小
虫
」
に
「
わ
が
身
」

を
与
え
た
こ
と
を
語
る
。そ
し
て
、「
爾そ

の
時
の
毒
龍
は
釈
迦
文も
ん
ぶ
つ仏
是
な
り
」

と
明
か
す
。
釈
尊
が
前
生
で
毒
龍
と
し
て
尊
い
行
為
を
な
し
た
、
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。『
大
智
度
論
』
は
、
つ
ま
り
、
こ
の
話
を
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
仏

前
生
譚
）
と
し
て
語
っ
て
い
る
。

　

賢
治「
手
紙　

一
」と『
大
智
度
論
』と
を
読
み
比
べ
れ
ば
、「
手
紙　

一
」

は
『
大
智
度
論
』
の
「
翻
案
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
代
物
で
あ
ろ
う
。
猪
口

弘
之
は
、「（
手
紙　

一
は
）
経
典
中
の
説
話
の
単
純
な
再
話
で
あ
っ
て
、

賢
治
の
〈
作
品
〉
と
し
て
の
独
自
性
が
希
薄
で
あ
る
」（「
賢
治
童
話
と
仏

典
説
話—

〈
雁
の
童
子
〉
渉
典
メ
モ—

」『
国
文
学
』
昭
和
五
七
・
二
）
と
述
べ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、「
再
話
」「
翻
案
」
と
い
う
行
為
の
評
価

に
か
か
わ
ら
な
い
。
賢
治
が
、
原
典
が
も
つ
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
式
と
内
容

を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
む
け
る
。〈
わ
が
身
を
与
え

て
死
ん
だ
「
竜
」
が
「
天
上
」
で
「
お
釈
迦
様
」
に
転
生
し
た
〉
と
い
う
「
手

紙　

一
」
の
内
容
は
、
原
典
た
る
『
大
智
度
論
』
の
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語

の
咀
嚼
結
果
で
あ
る
。

　
　
　

２
・
２
「
ベ
ッ
サ
ン
タ
ラ
王
」

　

賢
治
書
簡
九
四
に
、「
ベ
ッ
サ
ン
タ
ラ
王
」
の
説
話
に
触
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。

「
ベ
ッ
サ
ン
タ
ラ
王
が
施
し
を
し
た
為
に
民
の
怒
り
を
買
ひ
王
宮
を

逐
は
れ
二
人
の
子
を
つ
れ
て
妃
と
山
へ
入
り
ま
し
た
。
…
…
木
は
自

ら
枝
を
垂
れ
下
し
て
果
実
を
与
へ
ま
し
た
。
身
毛
為
に
竪
つ
べ
き
こ

の
現
象
よ
。
こ
れ
は
王
の
過
去
に
積
ん
だ
徳
行
に
よ
る
の
で
せ
う
」

（
賢
治
書
簡
九
四
・
大
正
七
年
〔
十
二
月
十
日
前
後
〕
保
阪
嘉
内
あ
て
）

　

賢
治
が
ど
こ
か
ら
こ
の
説
話
を
得
た
か
、
伊
藤
雅
子
に
よ
れ
ば
、
出
典

は
、「『
国
訳
大
蔵
経
』
第
十
三
帙
（
大
正
七
年
六
月
十
五
日
発
行
）
に
お

さ
め
ら
れ
た
立
花
俊
道
訳
「
国
訳
所
行
蔵
、
布
施
波
羅
蜜
品
第
一
、
ヹ
ッ

サ
ン
タ
ラ
所
行
品
第
九
」」
で
あ
る
（
伊
藤
雅
子
「
ベ
ッ
サ
ン
タ
ラ
王
渉
典
」

『
宮
沢
賢
治
研
究annual

』
一
四
号
、
二
〇
〇
四
・
三
。
こ
れ
ま
で
『
校
本
宮
澤

賢
治
全
集
』
以
下
が
挙
げ
て
き
た
関
連
文
献
「『
南
伝
大
蔵
経
』
小
部
経
典
第

五
四
七
話
」
に
替
わ
る
、
直
接
的
な
出
典
文
献
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
）。

　

こ
の
「
ヹ
ッ
サ
ン
タ
ラ
所
行
品
第
九
」
の
話
を
書
簡
に
引
用
し
た
と
き
、

賢
治
は
、「
こ
れ
は
王
の
過
去
に
積
ん
だ
徳
行
に
よ
る
の
で
せ
う
」
と
い

う
解
釈
を
示
し
た
。「
過
去
の
徳
行
」
と
は
、
つ
ま
り
、「
ベ
ッ
サ
ン
タ
ラ

王
」
の
説
話
が
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
仏
前
生
譚
）
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
い

う
理
解
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、「
ヹ
ッ
サ
ン
タ
ラ
所
行
品
第
九
」
の
記
事
は
、
話
の
ま
と
め
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部
に
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
通
常
所
有
す
る
特
有
の
文
言
を
持
た
な
い
。「
大

地
は
無
心
に
し
て
苦
楽
を
識
ら
ず
、
而
も
我
が
施
與
の
力
よ
り
し
て
、
七

た
び
震
ひ
揺
ぎ
ぬ
。」
と
あ
る
の
み
で
、「
か
の
ベ
ッ
サ
ン
タ
ラ
は
、
す
な

は
ち
我
が
身
な
り
」
と
い
っ
た
文
言
は
、
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
賢
治
は
、

こ
れ
を
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
賢
治
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
「
ベ
ッ
サ
ン
タ
ラ
王
」
の
説
話
が
ジ
ャ
ー
タ
カ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

た
だ
ろ
う
か
。

　

当
該
『
所
行
蔵
』「
解
題
」
に
、
立
花
俊
道
が
「
釈
尊
の
前
生
物
語

三
十
五
を
含
む
。（
中
略
）
此
等
三
十
五
物
語
は
、
総
て
釈
尊
の
前
生
譚

を
偈
頌
の
形
式
を
以
て
自
ら
説
か
せ
給
ひ
し
も
の
と
せ
ら
る
る
が
故
に
」

（『
国
訳
大
蔵
経
』
第
十
一
巻
、「
所
行
蔵
解
題
」
二
頁
）
と
説
く
。
賢
治
は
こ
れ
に

学
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、
な
に
よ
り
も
、
当
該
『
所
行
蔵
』「
布

施
波
羅
蜜
品
」
の
第
一
物
語
の
冒
頭
に
（
こ
れ
は
、序
文
の
位
置
を
占
め
る
）、

「〔
今
を
去
る
こ
と
〕
百
千
ま
た
四
阿
僧
祇
劫
以
来
、
此
の

に
行
ひ

し
所
は
、
総
て
是
菩
提
を
熟
せ
し
め
ん
が
為
な
り
。
過
去
劫
の
生
生

に
於
け
る
所
行
は
措
き
、
此
の
劫
に
於
け
る
所
行
を
物
語
ら
ん
、
我

〔
が
言
ふ
所
〕
を
聴
け
。」（「
ア
カ
ッ
チ
所
行
品
第
一
」）

と
語
り
出
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
た
に
ち
が
い
な
い
。「
此
の
劫

に
於
け
る
所
行
」
を
物
語
す
る
一
人
称
の
「
我
」
と
は
、
ほ
か
で
も
な
く

釈
尊
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
、
賢
治
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ

う
。「
布
施
波
羅
蜜
品
」
で
は
、
こ
の
「
我
」
が
過
去
の
行
状
を
語
る
。

つ
ま
り
、
当
該
「
布
施
波
羅
蜜
品
」
に
お
い
て
「
釈
尊
の
前
生
物
語
」
が

展
開
す
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
か
く
て
、「
ベ
ッ
サ
ン
タ
ラ
王
」
の
説

話
も
ま
た
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
仏
前
生
譚
）
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
お
い
て
賢

治
に
享
受
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

２
・
３
「
ま
づ
は
心
は
兎
に
も
あ
れ
」

　

大
正
十
年
の
賢
治
書
簡
一
八
一
の
、
次
の
文
言
を
み
よ
う
。

「
ま
づ
は
心
は
兎
に
も
あ
れ
」（
二
重
傍
線
・
原
文
、
大
正
十
年
〔
一
月
中
旬
〕

保
阪
嘉
内
あ
て
）

　

友
人
・
保
阪
に
宛
て
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
、「
ま
づ
は
心
は
兎
に
も
あ
れ
」

と
は
、
何
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
ど
こ
か
ら
賢
治
に
や
っ
て
き
た
か
。

　
『
大
智
度
論
』
に
、「
兎
」
の
所
行
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
要
点
的

な
記
事
を
見
出
す
。

「
又
菩
薩
の
如
き
は
、
曾
て
兎
身
と
為
り
、
自
ら
其
の
肉
を
炙
つ
て

仙
人
に
施
與
す
。是
の
如
き
等
は
菩
薩
本
生
経
の
中
に
説
く
所
な
り
」

（
大
智
度
論
・
巻
の
三
十
三
、『
国
訳
大
蔵
経
』
論
部
・
第
二
巻
、
四
〇
〇
頁
）

　
「
兎
」
が
自
ら
の
「
肉
」
を
他
者
に
与
え
る
布
施
を
お
こ
な
っ
た
、
と

い
う
話
の
具
体
は
、他
の
経
典
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。『
撰

集
百
縁
経
』
で
は
、「
仏
」
が
過
去
世
で
の
出
来
事
を
「
諸
比
丘
」
に
つ

ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

「（
仏
が
、
舎
衛
国
に
い
た
と
き
の
こ
と
、
抜
提
と
い
う
一
長
者
が
出
家
入

道
し
た
。
仏
の
命
令
に
従
い
、山
林
で
修
行
し
た
が
、短
期
間
の
内
に
「
阿

羅
漢
果
」
を
得
た
。
諸
比
丘
は
、
ど
う
し
て
彼
の
よ
う
な
も
の
が
、
と
聞

く
と
、
仏
は
過
去
世
で
の
出
来
事
を
語
る
。
昔
、
波
羅
奈
国
に
一
人
の
仙

人
が
い
て
山
林
で
多
年
仙
道
を
修
行
し
て
い
た
。
旱
魃
が
あ
っ
て
、
仙
人

が
飢
渇
の
と
き
、
時
に
菩
薩
兎
王
が
い
て
、
薪
を
拾
い
火
を
燃
や
し
た
と

こ
ろ
に
、
自
ら
そ
の
身
を
投
じ
た
。
そ
の
と
き
、
天
は
妙
な
る
花
を
雨
と

降
ら
し
兎
王
を
覆
っ
た
。
仙
人
は
、
兎
王
の
大
悲
を
み
て
敢
え
て
兎
王
を

食
ら
う
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
骸
を
収
め
て
塔
を
建
て
て
供
養
し
た
）。
仏
、

諸
比
丘
に
告
げ
た
ま
は
く
、
彼
の
時
の
菩
薩
兎
王
を
知
ら
ん
と
欲
せ
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ば
、
則
ち
我
が
身
、
是
な
り
。
彼
の
時
の
仙
人
は
、
今
抜
提
比
丘
、

是
な
り
。」（
撰
集
百
縁
経
・
兎
焼
身
供
養
仙
人
縁
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』）

　

同
じ
話
は
、『
菩
薩
本
生
鬘
論
』
に
も
出
る
。

「
菩
薩
、
往
昔
、
兎
王
と
作
る
。
其
の
宿
世
の
余
業
の
因
縁
を
以
て
、

斯
の
報
い
を
受
く
と
雖
も
人
語
を
能
く
す
。
…
…
「
我
（
＝
兎
王
）

は
今
貧
乏
な
り
、
力
を
施
さ
ん
と
し
て
難
き
が
為
に
、
唯
願
わ
く
は

仁
者
、
決
定
し
て
納
受
せ
よ
。
…
…
自
ら
己
が
身
を
捨
る
は
貪
惜
す

る
所
な
し
。
共
に
諸
の
衆
生
、
無
上
覚
を
證
せ
よ
」
と
。
是
の
語
を

語
り
已
り
て
、
身
を
火
中
に
投
ぐ
。　

時
に
彼
の
仙
人
、
是
の
事
を

覩
已
り
て
、
急
ぎ
て
火
聚
に
匍
匐
し
て
之
を
救
ふ
。
…
…
仏
、
諸
の

比
丘
に
語
る
、
昔
の
仙
人
は
弥
勒
、
是
な
り
。
彼
の
兎
王
は
す
な
は

ち
我
が
身
な
り
。（
菩
薩
本
生
鬘
論
・
巻
第
二　

兎
王
捨
身
供
養
梵
志
縁
起
第

六
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』）

　

右
の
二
つ
と
も
、典
型
的
な
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
式
を
も
っ
て
い
る
。「
仏
」

は
語
っ
た
、「
彼
の
兎
王
は
す
な
は
ち
我
が
身
な
り
。」
と
い
う
形
式
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
、
過
去
世
に
お
い
て
仏
が
兎
王
で
あ
っ
た

と
き
、「
兎
王
が
火
中
に
身
を
投
げ
、
他
者
に
身
を
与
え
た
」
と
い
う
尊

い
行
為
（
捨
身
＝
施
身
）
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

賢
治
は
、
右
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
の
内
容
を
、
ど
こ
か
ら
得
た

か
。

　
『
国
訳
大
蔵
経
』
所
収
『
国
訳
所
行
蔵
』「
布
施
波
羅
蜜
品
第
一　

賢
兎

所
行
品
第
十
」
を
、
有
力
な
出
典
の
一
つ
と
な
し
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。「
賢
兎
所
行
品
第
十
」
に
い
う
、

「
復
次
に
我
林

を
徘
徊
す
る
兎
た
り
し
こ
と
あ
り
、
草
葉
樹
枝
果
実
を

喰
ひ
、
他
人
を
害
ふ
こ
と
を
避
け
た
り
。《
一
二
五
》　

…
…
（
布
薩
日
に
）

我
に
胡
麻
な
く
豆
な
く
、
米
な
く
、
酪
な
し
、
我
は
草
を
以
て
命
を
繋
ぐ
、

さ
れ
ど
草
を
施
す
こ
と
能
は
ず
。《
一
三
二
》　

若
し
応
施
者
の
わ
が
側
に

来
る
あ
ら
ば
、
我
己
の
身
を
施
さ
ん
、
さ
ら
ば
彼
手
を
空
し
う
し
て
は
去

ら
ざ
る
べ
し
。《
一
三
三
》　

…
…
（
帝
釈
天
が
婆
羅
門
の
形
を
な
し
て
兎
を
た

め
そ
う
と
し
、
兎
は
薪
を
集
め
る
）
…
…
此
の
大
な
る
薪
堆
の
火
の
点
ぜ
ら

れ
、
煙
と
な
り
し
時
、
我
は
之
に
跳
び
入
り
て
、
火
焔
の
真
直
中
に
墜
ち

ぬ
。《
一
四
〇
》」（（『
国
訳
大
蔵
経
』
第
十
一
巻
・
一
二
頁
）

　

こ
の
「
賢
兎
所
行
品
第
十
」
の
記
事
原
文
は
、「
簡
約
な
る
韻
文
」
で

記
さ
れ
る
た
め
、「
難
解
の
箇
所
」
も
多
く
な
り
、「
訳
文
」
も
「
晦
渋
」

に
な
る
と
い
う
が
（
立
花
俊
道
「
所
行
蔵　

解
題
」）、「
兎
が
火
中
に
身
を

投
げ
、
他
者
に
身
を
与
え
た
」
と
い
う
尊
い
行
為
に
つ
い
て
の
大
要
は
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
ま
づ
は
心
は
兎
に
も
あ
れ
」
と
は
、仏
典
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
ジ
ャ
ー

タ
カ
の
「
兎
」
の
物
語
を
簡
潔
に
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
兎
」

の
菩
薩
行
、
つ
ま
り
釈
尊
が
前
生
に
「
兎
」
と
し
て
な
し
て
き
た
尊
い
行

為
、
そ
れ
を
心
に
抱
け
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ー
タ
カ

物
語
の
形
式
と
と
も
に
あ
り
、
そ
れ
が
賢
治
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
　
　

２
・
４
「
常
不
軽
菩
薩
」

　
「
文
語
詩
未
定
稿
」
に
登
場
す
る
「
常
不
軽
菩
薩
」
も
、
ジ
ャ
ー
タ
カ

に
関
連
す
る
。

あ
ら
め
の
衣
身
に
ま
と
ひ
／
城
よ
り
城
を
へ
め
ぐ
り
つ
／
上
慢
四
衆
の
人

ご
と
に
／
菩
薩
は
礼
を
な
し
た
ま
ふ
／　
　
（
わ
れ
は
不
軽
ぞ
か
れ
は
慢

／
こ
は
無
明
な
り
し
か
も
あ
れ
／
い
ま
し
も
展
く
法
性
と
／
菩
薩
は
礼
を

な
し
給
ふ
）　

わ
れ
汝
等
を
尊
敬
す
／
敢
て
軽
賤
な
さ
ざ
る
は
／
汝
等
作
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仏
せ
ん
故
と
／
菩
薩
は
礼
を
な
し
給
ふ
／　
　
（
こ
ゝ
に
わ
れ
な
く
か
れ

も
な
し
／
た
ゞ
一
乗
の
法
界
ぞ
／
法
界
を
こ
そ
拝
す
れ
と
／
菩
薩
は
礼
を

な
し
給
ふ
）　
（
全
集
４
・
二
九
一
頁
。
以
下
、
賢
治
か
ら
の
引
用
は
、
ち
く
ま
文

庫
全
集
に
よ
る
。）

　

こ
の
「
常
不
軽
菩
薩
」
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
に
登
場
す
る
。
賢
治

十
八
歳
、
島
地
大
等
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
に
「
異
常
な
感
動
を
受

け
」「
生
涯
の
信
仰
」
を
定
め
た
と
い
う
（
堀
尾
青
史
『
宮
澤
賢
治
年
譜
』
筑
摩

書
房
、五
五
頁
）、あ
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
で
あ
る
。
し
か
も
、そ
れ
が
ジ
ャ
ー

タ
カ
の
形
式
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
爾
の
時
に
佛
、
得
大
勢
菩
薩
摩
訶
薩
に
告
げ
た
ま
は
く
、
…
（
四

衆
の
人
々
は
常
不
軽
に
罵
言
を
浴
び
せ
、
杖
木
・
瓦
石
を
も
っ
て
之
を
打

擲
す
る
が
、
な
お
も
「
我
敢
て
汝
等
を
輕
し
め
ず
、
汝
等
皆
當
に
作
佛
す

べ
し
。」
を
繰
り
返
す
。
常
不
軽
は
、
法
華
経
を
受
持
し
、
功
徳
成
就
し

て
作
仏
す
る
こ
と
を
得
た
）
…
。
得
大
勢
、
意
に
於
て
云
何
、
爾
の

時
の
常
不
輕
菩
薩
は
豈
に
異
人
な
ら
ん
や
、
則
ち
我
身
是
れ
な
り
。

…
…
」（
法
華
経
・
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
『
国
訳
大
蔵
経
』
第
一
巻
、二
四
六
頁
）

　

末
尾
に
「
爾
の
時
の
常
不
輕
菩
薩
」
は
「
則
ち
我
身
是
れ
な
り
」
と
明

か
さ
れ
る
と
お
り
、『
法
華
経
』
に
よ
れ
ば
「
常
不
軽
菩
薩
」
と
は
、
釈

尊
の
前
生
の
姿
で
あ
っ
た
。
文
語
詩
「
常
不
軽
菩
薩
」
は
、
ジ
ャ
ー
タ
カ

物
語
と
し
て
の
『
法
華
経
』
説
話
を
沈
め
て
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

２
・
５
「
手
紙　

二
」

　
「
手
紙　

二
」
は
、「
賤
し
い
女
」
の
見
せ
た
「
奇
跡
」
を
主
題
と
す
る
。

こ
れ
も
、
釈
尊
が
前
生
で
示
し
た
奇
跡
で
は
な
い
か
。

（
イ
ン
ド
の
ア
シ
ヨ
ウ
カ
王
が
、
ガ
ン
ジ
ス
河
を
逆
流
さ
せ
ら
れ
る
も
の

は
あ
る
か
、
と
問
う
た
時
、「
一
人
の
い
や
し
い
職
業
の
女
」
が
、
河
を

逆
流
さ
せ
る
奇
跡
を
起
こ
し
た
。「
陛
下
」
が
わ
け
を
問
う
。「
女
」
が
答

え
る
）「
陛
下
よ
、
全
く
お
つ
し
や
る
と
ほ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ

た
く
し
は
畜
生
同
然
の
身
分
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
や
う
な
も
の

に
さ
へ
ま
こ
と
の
力
は
こ
の
や
う
に
お
ほ
き
く
は
た
ら
き
ま
す
。」

「
で
は
そ
の
ま
こ
と
の
力
と
は
ど
ん
な
も
の
か
お
れ
の
ま
へ
で
話
し

て
見
よ
」「
陛
下
よ
。
私
を
買
つ
て
下
さ
る
お
方
に
は
、
お
な
じ
く

つ
か
へ
ま
す
。
武
士
族
の
尊
い
お
方
を
も
、
い
や
し
い
穢
多
を
も
ひ

と
し
く
う
や
ま
ひ
ま
す
。
ひ
と
り
を
た
つ
と
び
ひ
と
り
を
い
や
し
み

ま
せ
ん
。
陛
下
よ
、
こ
の
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
が
今
日
ガ
ン
ヂ
ス
河
を

さ
か
さ
ま
に
な
が
れ
さ
せ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」。（「
手
紙　

二
」

全
集
８
・
三
七
一
頁
）

　

こ
の
「
い
や
し
い
職
業
の
女
」
は
、
誰
を
差
別
す
る
こ
と
な
く
、
一
切

の
人
に「
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
」を
捧
げ
る
の
だ
と
い
う
。そ
の
点
に
お
い
て
、

彼
女
は
常
不
軽
菩
薩
と
同
位
に
あ
る
。『
法
華
経
』
常
不
軽
菩
薩
品
に
よ

れ
ば
、
常
不
軽
菩
薩
は
、
四
衆
の
人
々
を
誰
一
人
と
し
て
差
別
す
る
こ
と

な
く
、
常
に
「
我
敢
て
汝
等
を
輕
し
め
ず
、
汝
等
皆
當
に
作
佛
す
べ
し
。」

と
唱
え
て
敬
意
を
払
う
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
常
不
軽
菩
薩
と
は
、
釈
尊

の
前
生
だ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
常
不
軽
菩
薩
と
お
な
じ
心
に
よ
る
行
為
を

お
こ
な
う
こ
の
「
女
」
も
ま
た
釈
尊
の
前
生
で
あ
り
、
釈
尊
が
「
い
や
し

い
職
業
の
女
」
と
な
っ
て
「
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
」「
ま
こ
と
の
力
」
を
し

め
し
た
の
で
あ
る
。

　

賢
治
は
、
こ
の
「
手
紙　

二
」
を
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
仏
前
生
譚
）
と
し
て

書
い
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
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２
・
６
『
法
華
経
』
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
式

　

ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
は
、
通
常
、
次
の
形
を
と
る
。

（
Ａ
）、「
釈
尊
」
が
、
自
身
の
前
生
を
語
り
、「
昔
の
○
○
は
、
則
ち
今

の
我
が
身
な
り
」
と
語
る
。

　

先
に
見
た
「
兎
王
」
の
説
話
も
、ま
た
『
法
華
経
』
の
「
常
不
軽
菩
薩
」

の
事
例
も
、
こ
の
形
式
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
の
基
本
的
形
式
と
す
れ
ば
、『
法
華
経
』に
は
、

や
や
変
則
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
式
が
見
ら
れ
る
。『
法
華
経
』
が
賢
治

の
童
話
創
作
に
具
体
的
に
影
響
的
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
故
に
、
検
討
の

俎
上
に
載
せ
る
。

（
Ｂ
）、「
釈
尊
」
が
、
他
の
誰
か
の
前
生
を
語
り
、「
昔
の
○
○
は
、
則

ち
今
の
△
△
な
り
」
と
語
る
。

（
Ｃ
）、「
釈
尊
」
に
か
わ
る
菩
薩
が
、自
身
や
他
者
の
前
生
を
語
り
、「
昔

の
○
○
は
、
則
ち
今
の
△
△
な
り
」
と
語
る
。

　

Ｂ
は
、「
釈
尊
」
が
語
る
と
い
う
点
で
Ａ
の
形
式
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
他

者
」
の
前
生
に
つ
い
て
語
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
便
宜
、
区
別
し

て
お
く
。

　

Ｂ
の
事
例
は
、つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。た
と
え
ば
、『
法
華
経
』「
妙

荘
厳
王
本
事
品
第
二
七
」。妙
荘
厳
王
に
二
人
の
子
が
い
る
。二
人
の
子
は
、

「
種
種
の
神
變
」
を
現
じ
て
父
王
を
導
く
。
そ
の
ま
と
め
部
に
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
い
う
。

「
…
…
佛
、
大
衆
に
告
げ
た
ま
は
く
、『
心
に
於
て
云
何
、
妙
荘
厳
王

は
豈
に
異
人
な
ら
ん
や
、
今
の
華
徳
菩
薩
是
な
り
。
…
…
其
の
二
子

は
今
の
薬
王
菩
薩
・
薬
上
菩
薩
是
な
り
。…
…
」（『
国
訳
大
蔵
経
』第
一
巻
、

二
九
六
頁
）」

　

こ
こ
で
は
、
仏
（
釈
尊
）
が
、
華
徳
菩
薩
の
前
生
、
お
よ
び
そ
の
二
人

の
子
の
前
生
に
つ
い
て
、
明
か
し
て
い
る
。
釈
尊
自
身
の
前
生
で
は
な
い

が
、「
昔
の
○
○
は
、
今
の
△
△
な
り
」
と
い
う
形
式
を
踏
ん
で
遙
か
な

過
去
を
「
仏
」
が
語
っ
て
い
る
点
で
、
広
義
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
掲
げ
る
「
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
」
の
記
事
も
、
同
様
の

事
例
で
あ
る
。

「
佛
、
宿
王
華
菩
薩
に
告
げ
た
ま
は
く
、『
汝
が
意
に
於
て
云
何
、
一

切
衆
生
憙
見
菩
薩
は
豈
に
異
人
な
ら
ん
や
、今
の
薬
王
菩
薩
是
な
り
。

其
の
身
を
捨
て
布
施
す
る
所
、
是
の
如
く
無
量
百
千
萬
億
那
由
佗
数

な
り
。
…
…
」（『
国
訳
大
蔵
経
』
第
一
巻
、
二
六
三
頁
）

　
「
仏
」
が
、
悠
久
の
過
去
に
お
け
る
「
一
切
衆
生
憙
見
菩
薩
」
の
尊
い

行
為
を
語
っ
た
の
ち
、「
薬
王
菩
薩
」
の
前
生
が
「
一
切
衆
生
憙
見
菩
薩
」

で
あ
っ
た
と
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
「
一
切
衆
生
憙
見
菩
薩
」
の
説
話
は
、『
よ
だ
か
の
星
』

に
底
流
す
る
思
想
を
下
支
え
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
後
に
と
り
あ
げ
る
（
本
稿
３
・
３
「
身
を
焼
く
功
徳
」）。

　

Ｃ
の
事
例
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
相
当
す
る
。

　

た
と
え
ば
、「
文
殊
師
利
」
が
、「
弥
勒
菩
薩
摩
訶
薩
及
び
諸
の
大
士
」

に
「
妙
光
菩
薩
」
の
「
昔
の
出
来
事
」
を
語
っ
た
の
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
る
。

「
弥
勒
、
當
に
知
る
べ
し
、
爾
の
時
の
妙
光
菩
薩
は
、
豈
に
異
人
な

ら
ん
や
、
我
が
身
（
＝
文
殊
）
是
れ
な
り
。
求
名
菩
薩
は
、
汝
が
身

是
れ
な
り
。
…
…
」（『
法
華
経
』
序
品
第
一
、『
国
訳
大
蔵
経
』
第
一
巻
、

二
四
頁
）
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こ
こ
で
は
、
文
殊
菩
薩
が
弥
勒
菩
薩
に
、
悠
久
の
過
去
に
お
け
る
「
爾

の
時
の
妙
光
菩
薩
」
が
「
わ
が
身
」
で
あ
り
、「
求
名
菩
薩
」
は
「
弥
勒
」

で
あ
っ
た
、
と
い
う
前
生
を
明
か
し
て
い
る
。
釈
尊
に
ち
か
い
水
準
の
菩

薩
ク
ラ
ス
の
者
が
悠
久
の
過
去
（
前
生
）
を
語
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。

こ
の
形
式
も
ま
た
、
広
義
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
み
な
し
え
よ
う
。

　
「
釈
尊
」
が
語
る
Ａ
・
Ｂ
の
形
式
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
釈
尊
」
以
外

の
者
が
語
る
形
式
Ｃ
も
ま
た
、
賢
治
に
、〈
物
語
る
形
式
〉
の
一
つ
の
型

を
提
供
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
具
体
的
事
例
と
お
ぼ
し
き
も
の

を
つ
ぎ
に
挙
例
し
、
検
討
す
る
。

　
　
　

２
・
７　
『
二
十
六
夜
』

　
『
二
十
六
夜
』
で
は
、「
梟
鵄
守
護
章
」
と
い
う
梟
の
経
典
（
梟
の
妙
法

蓮
華
経
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
）
を
、「
梟
の
、
き
っ
と
大
僧
正
か
僧
正
で

せ
う
、
坊
さ
ん
」
が
「
講
義
」
す
る
、
そ
の
な
か
に
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語

が
現
れ
る
。「
疾
翔
大
力
」の
前
生
が
語
ら
れ
る
局
面
で
の
こ
と
、そ
れ
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
…
…
疾
翔
大
力
さ
ま
は
も
と
は
一
疋
の
雀
で
ご
ざ
ら
し
た
の
ぢ
ゃ
。

（
あ
る
年
、
非
常
な
「
飢
饉
」
が
来
て
、
雀
は
、
巣
を
営
ん
で
い
た
家
の

親
子
二
人
の
た
め
に
、
十
の
木
の
実
を
集
め
た
が
、
親
は
そ
れ
を
み
な
子

に
譲
り
餓
え
死
に
し
そ
う
で
あ
っ
た
、
そ
の
と
き
、
雀
は
、「
は
や
こ
の

上
は
こ
の
身
を
以
て
親
の
餌
食
」
と
な
っ
た
。）
そ
の
功
徳
よ
り
、
疾
翔

大
力
様
は
つ
ひ
に
仏
に
あ
は
れ
た
ぢ
ゃ
。
…
…
」（
全
集
五
・
四
三
七
〜

四
三
九
）

　
「
疾
翔
大
力
」
は
、「
も
と
は
一
疋
の
雀
」
で
あ
っ
た
が
、「
施
身
」
と

い
う
尊
い
行
為
に
よ
っ
て
「
仏
に
あ
は
れ
た
」
と
い
う
。
こ
の
「
疾
翔
大

力
」
と
は
、
誰
か
。

「
…
…
疾
翔
大
力
と
申
し
上
げ
る
は
、
施
身
大
菩
薩
の
こ
と
ぢ
ゃ
。

も
と
鳥
の
中
か
ら
菩
提
心
を
発
し
て
、発
願
し
た
大
力
の
菩
薩
ぢ
ゃ
。

…
…
疾
翔
大
力
と
は
、
捨
身
菩
薩
を
、
鳥
よ
り
申
し
あ
げ
る
別
号

じ
ゃ
。」（
四
三
六
頁
）

　

つ
ま
り
、「
疾
翔
大
力
」
は
、「
雀
」
で
あ
っ
た
前
生
に
お
い
て
「
施
身
」

と
い
う
功
徳
を
積
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
捨
身
菩
薩
」と
な
っ
た
と
い
う
。

　

で
は
、「
梟
鵄
守
護
章
」
と
い
う
経
典
の
中
で
、
誰
が
そ
の
物
語
を
語
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
賢
治
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、「
梟
鵄
守
護
章
」
と

い
う
経
典
が
「
梟
の
高
僧
」
に
よ
っ
て
「
講
義
」
さ
れ
る
と
い
う
形
式
を

と
る
た
め
、「
疾
翔
大
力
」
の
前
生
譚
が
、「
梟
鵄
守
護
章
」
と
い
う
経
典

の
中
で
、
誰
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
の
か
不
分
明
な
の
で
あ
る
。「
疾

翔
大
力
」
の
前
生
は
、「
仏
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
（
Ｂ
の

形
式
）、
仏
に
準
ず
る
ク
ラ
ス
の
菩
薩
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か

（
Ｃ
の
形
式
）。

　
「
梟
鵄
守
護
章
」
を
講
義
す
る
「
梟
の
坊
さ
ん
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た

経
典
「
梟
鵄
守
護
章
」
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
言
は
、
当
該
ジ
ャ
ー
タ
カ
物

語
が
誰
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
の
か
を
推
測
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。

「
爾
の
時
に
疾
翔
大
力
、
爾
迦
夷
に
告
げ
て
曰
く
、
諦
に
聴
け
、
諦

に
聴
け
、
善
く
之
を
思
念
せ
よ
、
我
今
汝
に
梟
鵄
諸
の
悪
禽
、
離
苦

解
脱
の
道
を
述
べ
ん
、
と
。
…
…
疾
翔
大
力
、
微
笑
し
て
、
金
色
の

円
光
を
以
て
頭
に
被
れ
る
に
、
そ
の
光
、
遍
く
一
座
を
照
し
、
諸
鳥

歓
喜
充
満
せ
り
。
則
ち
説
い
て
曰
く
、
…
…
」

　
「
梟
鵄
守
護
章
」
で
は
、「
疾
翔
大
力
」
自
身
が
「
爾
迦
夷
」
に
語
り
、

お
よ
び
「
諸
鳥
」
に
語
っ
て
い
る
。「
告
げ
て
曰
く
」「
述
べ
ん
」「
説
い
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て
曰
く
」
と
い
う
行
為
が
す
べ
て
「
疾
翔
大
力
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
見
れ
ば
、
こ
の
「
梟
鵄
守
護
章
」
は
、
基
本
的
に
は
「
疾
翔
大
力
」
が

語
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
な
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
梟
の
坊
さ
ん
」

が「
講
義
」す
る
中
に
現
れ
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
、「
疾
翔
大
力
」自
身
が「
仏
」

と
同
等
ク
ラ
ス
の
者
と
し
て
自
身
の
過
去
生
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
、「
疾
翔
大
力
」
が
「
次
第
に
法
力
を
得
て
」、「
大
力
の

菩
薩
と
な
ら
れ
」、「
こ
の
大
菩
薩
が
、
悪
業
の
わ
れ
ら
を
あ
は
れ
み
て
、

救
護
の
道
を
ば
説
か
し
ゃ
れ
た
。」
と
い
う
「
梟
の
坊
さ
ん
」
の
「
講
義
」

に
よ
っ
て
も
あ
か
さ
れ
て
い
よ
う
。「
疾
翔
大
力
」
と
は
「
捨
身
菩
薩
」

で
あ
っ
た
。「
梟
鵄
守
護
章
」と
い
う
経
典
の
な
か
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
は
、

「
疾
翔
大
力
」
す
な
わ
ち
「
捨
身
菩
薩
」
自
身
に
よ
っ
て
自
ら
の
前
生
が

あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
梟
鵄
守
護
章
」
に
は
、「
疾
翔
大
力
、

爾
迦
夷
に
告
げ
て
曰
く
、
當
に
知
る
べ
し
、
爾
の
時
の
雀
は
、
豈
に
異
人

な
ら
ん
や
、
我
が
身
（
＝
疾
翔
大
力
）
是
な
り
。」
と
書
か
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、『
法
華
経
』
の
、「
文
殊
師
利
」
が
「
弥
勒
菩
薩

摩
訶
薩
及
び
諸
の
大
士
」
に
語
る
よ
う
な
形
式
Ｃ
（
＝
釈
尊
に
ち
か
い
水

準
の
菩
薩
ク
ラ
ス
の
者
が
自
身
や
他
者
の
前
生
を
語
る
形
式
）
に
酷
似
す
る
。

あ
た
か
も
賢
治
は
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
式
Ｃ
を
模

倣
し
踏
襲
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

実
の
と
こ
ろ
、『
二
十
六
夜
』に
お
け
る「
梟
鵄
守
護
章
」と
い
う
経
典
は
、

『
法
華
経
』
に
依
拠
し
た
言
い
回
し
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
梟
鵄
守

護
章
」
が
『
法
華
経
』
に
基
づ
い
て
〈
創
作
〉
さ
れ
た
痕
跡
で
あ
る
。
該

当
す
る
文
言
を
つ
ぎ
に
並
べ
て
掲
出
す
る
。

・（「
梟
鵄
守
護
章
」）「
爾
の
時
に
疾
翔
大
力
、爾
迦
夷
に
告
げ
て
曰
く
、

諦
に
聴
け
、
諦
に
聴
け
、
善
く
之
を
思
念
せ
よ
、
我
今
汝
に
梟
鵄
諸

の
悪
禽
、
離
苦
解
脱
の
道
を
述
べ
ん
、
と
。」（『
二
十
六
夜
』）

　

右
の
文
言
は
賢
治
に
よ
る
創
作
だ
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
『
法
華
経
』
の

言
い
回
し
を
模
倣
し
た
も
の
と
み
な
し
う
る
。

・（『
法
華
経
』）「
爾
の
時
に
世
尊
、
舍
利
弗
に
告
げ
た
ま
は
く
、『
汝

已
に
慇
懃
に
三
た
び
請
し
つ
。
豈
に
説
か
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
。
汝

今
諦
に
聽
き
、
善
く
之
を
思
念
せ
よ
。
吾
當
に
汝
が
為
に
分
別
し
解

説
す
べ
し
』」（
方
便
品
第
二
『
国
訳
大
蔵
経
』
第
一
巻
、
三
七
頁
）」

・（『
法
華
経
』）「
爾
の
時
に
世
尊
、
諸
の
菩
薩
の
三
た
び
請
し
て
止

ま
ざ
る
こ
と
を
知
し
め
し
て
、
之
に
告
げ
て
言
は
く
、『
汝
等
諦
か

に
聽
け
、
如
來
の
祕
密
神
通
の
力
を
。
一
切
世
間
の
天
人
及
び
阿
修

羅
は
、…
…
』」（
如
来
寿
量
品
第
十
六
『
国
訳
大
蔵
経
』
第
一
巻
、二
〇
六
頁
）」

　

か
よ
う
に
、『
法
華
経
』
か
ら
の
表
現
的
模
倣
と
も
い
え
る
直
接
的
な

摂
取
を
認
め
れ
ば
、『
二
十
六
夜
』
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
形
式
Ｃ
の
採

用
は
、『
法
華
経
』
に
大
き
な
根
拠
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

前
生
の
内
容
を
語
る
主
体
と
し
て
の
「
世
尊
」
の
位
置
に
「
疾
翔
大
力
」

を
据
え
て
も
、賢
治
に
特
段
の
違
和
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。『
法
華
経
』

が
そ
う
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
、「
疾
翔
大
力
」
に
即
し
て
語
ら
れ
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
の
焦

点
は
、
疾
翔
大
力
が
「
雀
」
で
あ
っ
た
と
き
に
な
し
た
「
捨
身
＝
施
身
」

と
い
う
尊
い
行
為
で
あ
り
、
そ
の
行
為
を
因
と
し
て
「
捨
身
菩
薩
」
と
い

う
果
を
得
た
こ
と
に
あ
る
。「
捨
身
＝
施
身
」
と
い
う
賢
治
に
と
っ
て
の

大
事
な
モ
チ
ー
フ
の
現
れ
で
あ
る
。

　
（
な
お
、『
二
十
六
夜
』
に
つ
い
て
は
、「
穂
吉
の
物
語
」
に
も
『
法
華
経
』
の



− 9 −

影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
、
本
稿
末
の
【
補
足
】
を
参
照
願
う
）。

　
　
　

２
・
８　
『
ひ
の
き
と
ひ
な
げ
し
』

　
『
ひ
の
き
と
ひ
な
げ
し
』（
初
期
形
）
で
は
、
美
し
く
な
り
た
い
と
ね
が

う
「
ひ
な
げ
し
」
に
「
ひ
の
き
」
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。「
ひ

な
げ
し
」
の
前
生
を
め
ぐ
っ
て
、
で
あ
る
。

「
み
な
さ
ん
は
あ
ぶ
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
み
な
さ
ん
は
も
う
す
こ

し
で
、
永
久
に
つ
ち
ぐ
り
の
や
う
な
花
に
さ
れ
る
所
で
し
た
。
み
な

さ
ん
は
そ
れ
で
も
い
ゝ
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
け
れ
ど
も
現
に
み
な
さ

ん
は
、
む
か
し
あ
る
時
は
太
陽
の
や
う
に
か
ゞ
や
い
た
と
き
も
あ
っ

た
の
で
す
。」（
全
集
７
・
五
六
一
頁
）

　
「
ひ
の
き
」
は
、「
ひ
な
げ
し
」
の
「
む
か
し
あ
る
時
」
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
。
即
ち
「
ひ
な
げ
し
」
の
前
生
を
知
っ
て
語
り
か
け
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　

し
か
も
、「
ひ
の
き
」
の
語
り
は
、「
ひ
な
げ
し
」
の
前
生
ば
か
り
で
は

な
く
、「
ひ
な
げ
し
」
以
外
の
者
に
も
お
よ
ぶ
。「
ひ
の
き
」
は
、「
黄
薔
薇
」

に
つ
い
て

「
私
は
あ
の
花
が
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
立
派
に
な
っ
た
か
を
こ
こ
で

ち
ゃ
ん
と
見
て
ゐ
ま
し
た
。
あ
の
花
の
魂
が
、
ま
だ
ば
ら
に
な
ら
な

か
っ
た
前
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
小
さ
な
げ
ん
の
し
ょ
う
こ
だ
っ
た
の

で
す
。」

と
語
り
、
ま
た
、「
青
蓮
華
」
に
つ
い
て

「
前
は
海
の
向
ふ
の
青
い
野
原
の
ま
ん
中
に
沢
山
の
沢
山
の
仲
間
と

一
所
に
咲
い
た
二
つ
の
つ
め
く
さ
の
花
で
し
た
。」

と
語
る
。「
黄
薔
薇
」
の
前
生
が
「
げ
ん
の
し
ょ
う
こ
」
で
あ
り
、「
青
蓮

華
」
の
前
生
が
「
つ
め
く
さ
の
花
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
す
の
は
、
こ

こ
で
は
、「
ひ
の
き
」
な
の
で
あ
る
。

　
「
ひ
の
き
」は
天
上
の「
釈
尊
」と
は
見
な
せ
な
い
。し
か
し
、「
ひ
な
げ
し
」

や
「
黄
薔
薇
」
や
「
青
蓮
華
」
の
前
生
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、「
ひ

の
き
」
の
よ
う
な
も
の
が
、
他
者
の
悠
久
の
過
去
た
る
前
生
を
語
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

　

た
ぶ
ん
、「
ひ
の
き
」
は
、「
仏
」
の
そ
ば
ち
か
く
に
仕
え
た
菩
薩
に
比

定
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
法
華
経
』
で
語
ら
れ
た
よ
う
な
、

仏
（
釈
尊
）
に
か
わ
る
菩
薩
が
語
り
手
と
な
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
形
式
Ｃ
が
、

こ
こ
で
も
賢
治
の
頭
に
浮
か
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
大
正
六
年
一
月

の
歌
稿
に
、「
ひ
の
き
の
歌
」
と
し
て
、

雪
降
れ
ば　

今
さ
は
み
だ
れ
し
く
ろ
ひ
の
き　

菩
薩
の
さ
ま
に
枝
垂

れ
て
立
つ
（
歌
稿
四
三
四
、
全
集
三
・
一
三
二
頁
）

と
あ
る
を
み
る
。
賢
治
に
お
い
て
、「
ひ
の
き
」
は
「
雪
」
が
な
く
と
も

菩
薩
に
な
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
賢
治
と
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
の
親
和
的
な
関
係
に
つ
い
て
の
素
描

を
終
え
る
。
以
下
、『
よ
だ
か
の
星
』
が
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
い
か
に
関
係
付

く
か
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
で
あ
る
。
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３　
『
よ
だ
か
の
星
』　　

　
　
　

３
・
１　

遠
い
昔
の
で
き
ご
と
と
「
今
」

　
「
よ
だ
か
は
実
に
み
に
く
い
鳥
で
す
。」
と
語
ら
れ
は
じ
め
る
『
よ
だ
か

の
星
』
が
、
じ
つ
は
、〈
昔
の
○
○
は
、
今
の
△
△
な
り
〉
と
い
う
物
語

の
型
を
隠
し
持
っ
た
物
語
と
し
て
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、『
よ
だ
か
の
星
』

と
は
、
遙
か
な
過
去
生
（
＝
前
生
。
物
語
内
容
と
し
て
の
過
去
）
を
現
在
時

（
＝
物
語
行
為
の
現
在
）
に
結
び
つ
け
て
物
語
を
構
成
す
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
の

形
式
を
襲
う
も
の
で
は
な
い
か
と
、本
稿
冒
頭
に
示
し
て
お
い
た
。
い
ま
、

そ
の
こ
と
を
物
語
の
末
尾
部
に
確
認
す
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語

と
し
て
の
読
み
解
き
へ
と
繋
げ
て
み
た
い
。

　

物
語
の
末
尾
部
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
夜
だ
か
は
、ど
こ
ま
で
も
、ど
こ
ま
で
も
、ま
っ
す
ぐ
に
空
へ
の
ぼ
っ

て
行
き
ま
し
た
。（
中
略
）

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
て
、
よ
だ
か
は
は
っ
き
り
、
ま
な
こ
を

ひ
ら
き
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
の
か
ら
だ
が
い
ま
、
燐
の
火
の
や
う

な
青
い
美
し
い
光
に
な
っ
て
、
し
づ
か
に
燃
え
て
い
る
の
を
見
ま
し

た
。（
中
略
）

　

そ
し
て
よ
だ
か
の
星
は
燃
え
つ
ゞ
け
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
い
つ

ま
で
も
燃
え
つ
ゞ
け
ま
し
た
。

　

今
で
も
ま
だ
燃
え
て
ゐ
ま
す
。」（
全
集
５
、九
一
頁
） 

　

結
末
一
行
の
直
前
に
は
「
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
燃
え
つ
ゞ
け
ま
し

た
。」
と
い
う
時
間
の
経
過
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
星
」
に

な
っ
た
「
よ
だ
か
」
が
「
燃
え
つ
ゞ
け
」
て
「
今
で
も
ま
だ
燃
え
て
ゐ
」

る
、
そ
の
「
燃
え
つ
ゞ
け
」
て
き
た
時
間
の
長
さ
が
書
き
込
ま
れ
た
の
で

あ
り
、
物
語
内
容
の
生
起
し
た
遠
い
過
去
が
し
め
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
遠
い
過
去
が
「
今
」
眼
前
に
あ
る
、
と
い
う
の
が
末
尾
一
行

の
示
す
意
味
で
あ
る
。

　

す
る
と
、『
よ
だ
か
の
星
』
と
い
う
物
語
は
、「
よ
だ
か
」
が
「
星
」
と
な
っ

て
い
る
現
在
か
ら
「
よ
だ
か
」
に
起
こ
っ
た
遠
い
過
去
の
出
来
事
を
眺
め

返
し
、現
在
を
過
去
に
結
び
つ
け
て
、「
よ
だ
か
」の
生
ま
れ
変
わ
り
を
語
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、〈
過
去
の
出
来
事
〉
を
〈
現
在
の
事
態
〉

に
結
び
つ
け
て
語
る
、
ひ
と
つ
の
転
生
譚
と
し
て
の
枠
組
み
が
成
立
し
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、〈
昔
の
○
○
は
、
今
の
△
△
な
り
〉
と
い
う
物

語
の
型
に
お
い
て
語
ら
れ
た
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
を
踏
襲
す
る
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
今
で
も
燃
え
て
ゐ
ま
す
。」
と
は
、「
よ
だ
か
」
の
「
今
」

を
提
示
す
る
ゆ
え
に
、
そ
れ
が
そ
の
よ
う
で
あ
り
え
て
い
る
と
は
何
か
、

す
な
わ
ち
、転
生
し
て
「
星
」
と
な
っ
た
「
よ
だ
か
」
の
前
生
と
は
何
か
、

と
い
う
問
い
に
回
帰
し
て
ゆ
く
べ
き
契
機
で
あ
る
。『
よ
だ
か
の
星
』
に

お
い
て
、
末
尾
の
一
文
は
物
語
の
終
わ
り
で
は
な
く
物
語
の
始
ま
り
で
あ

る
。

　
　
　

３
・
２
「
遠
く
の
遠
く
の
空
の
向
ふ
」

　

そ
こ
で
、「
よ
だ
か
」
の
前
生
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
「
よ
だ
か
」
の
前
生
に
起
こ
っ
た
出
来
事
は
、
簡
潔
に
摘
要
し
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

①
「
ほ
か
の
鳥
」
か
ら
の
疎
外
（「
ほ
ん
た
う
に
、
鳥
の
仲
間
の
つ
ら

よ
ご
し
だ
よ
」）



− 11 −

　

②「
鷹
」か
ら
の
暴
力
的
行
為（「
改
名
」せ
よ
。
し
な
け
れ
ば
、「
殺
す
」）

　

③
「
よ
だ
か
」
の
内
省
（
殺
す
／
殺
さ
れ
る
、
と
い
う
生
存
の
罪
）

　

④
「
お
日
さ
ん
」
お
よ
び
四
方
の
「
星
さ
ん
」
へ
の
懇
願
（
す
べ
て
拒

否
さ
れ
る
）

「
よ
だ
か
」
は
、
現
実
世
界
で
被
害
者
と
な
る
出
来
事
を
経
験
す
る
（
①

②
の
局
面
）。
次
い
で
被
害
者
と
し
て
の
自
身
が
加
害
者
と
し
て
あ
る
と

い
う
内
省
に
至
る
（
③
の
局
面
）。
そ
の
時
、
自
分
の
な
す
べ
き
こ
と
が

つ
ぎ
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

（
あ
ゝ
、
か
ぶ
と
む
し
や
、
た
く
さ
ん
の
羽
虫
が
、
毎
晩
僕
に
殺
さ

れ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
ゞ
一
つ
の
僕
が
、こ
ん
ど
は
鷹
に
殺
さ
れ
る
。

そ
れ
が
こ
ん
な
に
つ
ら
い
の
だ
。
あ
ゝ
、
つ
ら
い
、
つ
ら
い
。
僕
は

も
う
虫
を
た
べ
な
い
で
餓
ゑ
て
死
な
う
。
い
や
そ
の
前
に
も
う
鷹
が

僕
を
殺
す
だ
ら
う
。
い
や
、
そ
の
前
に
、
僕
は
遠
く
の
遠
く
の
空
の

向
ふ
に
行
っ
て
し
ま
は
う
。）

　

自
ら
の
な
す
べ
き
意
志
が
右
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
と
し
て
、
さ
て
、「
遠

く
の
遠
く
の
空
の
向
ふ
」
に
行
く
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。こ
れ
を
、単
純
に
現
実
逃
避
と
み
る
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。「
よ

だ
か
」
に
よ
っ
て
目
指
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
遠
く
の
遠
く
の
空
の
向
ふ
」

に
は
、
何
が
あ
る
の
か
。

　
「
弟
の
川
せ
み
」
に
別
れ
を
告
げ
た
後
、「
よ
だ
か
」
の
な
し
た
こ
と
は
、

「
お
日
さ
ん
」
以
下
、
四
方
の
「
星
さ
ん
」
に
、「
ど
う
か
私
を
あ
な
た
の

と
こ
ろ
へ
連
れ
て
っ
て
下
さ
い
。」
と
繰
り
返
し
懇
願
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
（
④
の
局
面
）。
あ
た
か
も
、
そ
こ
へ
行
け
ば
、
自
分
が
「
星
」
に
な
れ

る
と
で
も
い
う
よ
う
に
。
だ
が
、
懇
願
は
す
べ
て
拒
絶
あ
る
い
は
無
視
さ

れ
る
。
拒
絶
・
無
視
の
理
由
は
、
お
の
お
の
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　
〈
お
日
さ
ん
〉「
お
前
は
ひ
る
の
鳥
で
は
な
い
の
だ
か
ら
な
。」

　
〈
西
の
星
〉「（
無
視
す
る
）」

　
〈
南
の
星
〉「
た
か
が
鳥
ぢ
ゃ
な
い
か
。」

　
〈
北
の
星
〉「
少
し
頭
を
冷
や
し
て
来
な
さ
い
。」

　
〈
東
の
星
〉「
そ
れ
相
応
の
身
分
で
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
。
又
よ
ほ
ど
金
も

　
　
　
　
　

い
る
の
だ
。」

「
よ
だ
か
」
の
懇
願
を
拒
否
す
る
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
が
、
き
わ
め
て
地
上

的
な
感
性
と
論
理
で
紡
が
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ

の
、
ま
る
で
俗
的
な
論
理
・
感
性
に
よ
る
拒
絶
は
、「
お
日
さ
ん
」
を
は

じ
め
東
西
南
北
に
位
置
す
る
「
星
さ
ん
」
の
、
実
は
き
わ
め
て
地
上
的
・

俗
的
な
存
在
性
を
示
唆
す
る
。
彼
ら
は
、
地
平
面
の
延
長
上
の
方
位
（
＝

地
上
的
な
東
西
南
北
）
に
思
い
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な

わ
ち
、「
ほ
か
の
鳥
」
か
ら
疎
外
さ
れ
、
ま
た
「
鷹
」
か
ら
の
暴
力
的
扱

い
を
受
け
て
き
た
「
よ
だ
か
」
に
と
っ
て
、
こ
の
地
上
的
な
東
西
南
北
の

ど
こ
に
も
、
わ
が
身
の
占
め
る
べ
き
現
在
の
位
置
は
な
く
、
ま
た
、
将
来

の
位
置
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
地
上
的
な
論
理
・
感
性
に
支
配

さ
れ
た
世
界
を
「
よ
だ
か
」
こ
そ
が
拒
否
し
て
い
る
、
そ
の
確
認
と
し
て

え
が
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
地
上
的
な
る
も
の

の
拒
否
で
あ
る
。

　

地
上
的
な
東
西
南
北
を
拒
否
し
て
、「
よ
だ
か
」
が
向
か
う
べ
き
「
遠

く
の
遠
く
の
空
の
向
ふ
」
は
、垂
直
的
上
方
に
思
い
描
か
れ
る
ほ
か
な
い
。

そ
れ
は
、
ど
こ
か
。
そ
し
て
、
何
か
。

　

参
照
す
べ
き
事
例
が
あ
る
。『
お
き
な
ぐ
さ
』
で
は
、「
北
の
方
」
と
「
空
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の
方
」
が
明
確
に
区
別
さ
れ
た
方
向
・
方
位
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

…
…
（
お
き
な
ぐ
さ
は
）
か
ら
だ
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
一
本
づ
つ

の
銀
毛
は
ま
っ
し
ろ
に
光
り
、
羽
虫
の
や
う
に
北
の
方
へ
飛
ん
で
行

き
ま
し
た
。
そ
し
て
ひ
ば
り
は
鉄
砲
玉
の
や
う
に
空
へ
と
び
あ
が
っ

て
鋭
い
み
じ
か
い
歌
を
ほ
ん
の
一
寸
歌
っ
た
の
で
し
た
。

　

私
は
考
へ
ま
す
。
な
ぜ
ひ
ば
り
は
う
ず
の
し
ゅ
げ
の
銀
毛
の
飛
ん

で
行
っ
た
北
の
方
へ
飛
ば
な
か
っ
た
か
、
ま
っ
す
ぐ
に
空
の
方
へ
飛

ん
だ
か
。

　

そ
れ
は
た
し
か
に
二
つ
の
う
ず
の
し
ゅ
げ
の
た
ま
し
ひ
が
天
の
方

へ
行
っ
た
か
ら
で
す
。
…
…
そ
ん
な
ら
、
天
上
へ
行
っ
た
二
つ
の
小

さ
な
た
ま
し
ひ
は
ど
う
な
っ
た
か
、
私
は
そ
れ
は
二
つ
の
小
さ
な
変

光
星
に
な
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
…
…
（
全
集
六
、二
二
頁
）

　

こ
こ
で
は
、「
銀
毛
」
が
飛
ん
だ
「
北
の
方
」
と
「
ひ
ば
り
」
が
飛
ん

だ「
空
の
方
」が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
空
の
方
」は
、「
う

ず
の
し
ゅ
げ
の
た
ま
し
ひ
」
が
行
っ
た
「
天
の
方
」
ま
た
「
天
上
」
と
言

い
換
え
ら
れ
て
い
る
。「
空
の
方
」
と
は
「
天
の
方
」「
天
上
」
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、「
空
の
方
」
は
垂
直
的
方
位
に
思
い
描
か
れ
る
「
天
の
方
」「
天

上
」
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、「
北
の
方
」
と
は
水
平
的
・
地
上
的
方
位
に

お
け
る
「
北
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
う
ず
の
し
ゅ
げ
」
の
「
か
ら
だ
」

は
地
上
的
方
位
と
し
て
の
「
北
の
方
」
に
と
ど
ま
り
、「
た
ま
し
ひ
」
は

「
天
の
方
」「
天
上
」
に
飛
翔
し
た
の
で
あ
る
。
水
平
的
・
地
上
的
方
位
と

垂
直
的
・
天
上
的
方
位
が
二
項
的
に
思
考
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
よ
だ
か
の
星
』
で
は
、「
よ
だ
か
」
の
目
指
し
た
方
向
は
「
遠
く
の
遠

く
の
空
の
向
ふ
」、「
ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
、
ま
っ
す
ぐ
に
空
へ
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
水
平
的
・
地
上
的
方
位
に
は
存
在
し

な
い
場
所
、
す
な
わ
ち
、
垂
直
的
・
天
上
的
方
位
に
思
い
描
か
れ
る
「
天

上
」
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
地
上
的
・
俗
的
な
「
お

星
さ
ん
」
た
ち
の
い
る
場
所
に
、「
よ
だ
か
」
の
求
め
る
も
の
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。「
天
上
」
に
至
り
つ
く
こ
と
が
「
よ
だ
か
」
に
と
っ
て

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
よ
だ
か
」
の
至
り
つ
く
べ
き
「
天
上
」
と
は
、
何
か
。「
よ

だ
か
」
が
目
指
し
た
「
空
の
方
＝
天
の
方
」
に
は
、
何
が
あ
る
の
か
。

　

た
と
え
ば
、『
法
華
経
』
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

①
「
…
…
其
の
仏
常
に
虚
空
に
処
し
て
、
衆
の
為
に
法
を
説
い
て
、

無
量
の
菩
薩
及
び
声
聞
衆
を
度
脱
せ
ん
。」（
妙
法
蓮
華
経　

授
記
品
第
六
、

『
国
訳
大
蔵
経
』
第
一
巻
、
一
〇
四
頁
）

②
「
是
の
諸
の
菩
薩
、
地
よ
り
出
で
已
つ
て
、
各
虚
空
の
七
寶
妙
塔

の
多
寶
如
来
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
所
に
詣
で
…
…
。」（
妙
法
蓮
華
経　

従

地
涌
出
品
第
十
五
、『
国
訳
大
蔵
経
』
第
一
巻
、
一
九
六
頁
）

③
「
虚
空
に
上
昇
る
こ
と
高
さ
七
多
羅
樹
に
し
て
、仏
所
に
往
到
し
、

頭
面
に
足
を
礼
し
、
十
の
指
爪
を
合
せ
て
、
偈
を
以
て
仏
を
讃
め
た

て
ま
つ
る
」（
妙
法
蓮
華
経　

薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
、『
国
訳
大
蔵
経
』

第
一
巻
、
二
六
二
頁
）

　
「
虚
空
」
が
「
仏
」
の
居
所
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
虚
空
」
は
「
仏
」
の
居
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
仏
典
に
い
う
「
虚
空
」

と
は
、
賢
治
に
お
い
て
、「
空
」「
空
の
方
」
と
い
う
語
で
指
示
さ
れ
る
べ

き
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
く
て
、「
よ
だ
か
」
が
目
指
す
「
遠
く
の
遠
く
の
空
の
向
ふ
」
と
は
、

「
仏
」
の
居
所
た
る
「
虚
空
」
で
は
な
い
か
。
そ
こ
は
、「
高
さ
七
多
羅
樹
」

に
し
て
「
仏
所
」
と
呼
ば
れ
る
所
で
あ
る
。「
よ
だ
か
」
は
仏
の
居
所
と
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し
て
の
天
上
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。そ
こ
に
た
ど
り
着
き
、そ
こ
で「
星
」

と
な
る
た
め
に
で
あ
る
。
そ
れ
が
、「
よ
だ
か
」
に
と
っ
て
の
至
り
つ
く

べ
き
「
空
の
向
ふ
」
の
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

３
・
３　

身
を
焼
く
功
徳

　
「
よ
だ
か
」
は
、
最
終
的
に
、「
星
」
に
転
生
し
た
。
だ
が
、
不
思
議
に

思
え
る
こ
と
が
あ
る
。
仏
の
居
所
と
し
て
の
天
上
を
目
指
し
た「
よ
だ
か
」

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
星
」
に
な
る
資
格
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
通

常
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
は
、
前
生
で
の
尊
い
行
為
に
つ
い
て
の
語
り
を
基

本
骨
格
に
も
つ
。
だ
が
、「
よ
だ
か
」
の
尊
い
行
為
が
物
語
本
文
に
そ
れ

と
し
て
明
示
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
な
い
。

　

ひ
と
つ
の
暗
示
が
、
あ
る
。「
よ
だ
か
」
が
「
お
日
さ
ん
」
に
懇
願
し

た
と
き
の
こ
と
ば
で
あ
る
。「
よ
だ
か
」
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
お
日
さ
ん
、
お
日
さ
ん
。
ど
う
ぞ
私
を
あ
な
た
の
所
へ
連
れ
て
っ

て
下
さ
い
。
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
私
の
や
う
な
み
に

く
い
か
ら
だ
で
も
灼
け
る
と
き
に
は
小
さ
な
ひ
か
り
を
出
す
で
せ

う
。
ど
う
か
私
を
連
れ
て
っ
て
下
さ
い
。」

「
灼
け
て
死
ぬ
」
こ
と
、「
ち
い
さ
な
ひ
か
り
を
出
す
」
こ
と
が
主
張
さ
れ
、

そ
こ
に
「
よ
だ
か
」
の
主
意
が
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
初
の
お

願
い
先
で
あ
る
「
お
日
さ
ん
」
に
は
拒
絶
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
懲

り
ず
に「
よ
だ
か
」は
四
方
の
星
に「
私
を
あ
な
た
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
っ

て
下
さ
い
」
と
懇
願
す
る
。
そ
の
と
き
に
も
、「
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま

ひ
ま
せ
ん
」
と
い
う
文
句
だ
け
は
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
こ
の
繰
り
返
し

は
、
単
に
、
童
話
的
な
創
作
技
法
と
し
て
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
、

「
よ
だ
か
」
は
、「
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
」
を
く
り
か
え
す
の

だ
ろ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
、「
灼
け
て
死
ぬ
」
こ
と
は
「
小
さ
な
ひ
か
り
を
出
す
」
こ

と
と
一
体
的
だ
か
ら
で
あ
る
。「
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
」
の

裏
に
は
、い
つ
も
「
小
さ
な
ひ
か
り
を
出
す
で
せ
う
」
が
付
着
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
何
か
。

　

賢
治
に
と
っ
て
、〈
灼
け
て
死
ん
で
、
小
さ
な
ひ
か
り
を
出
す
〉
こ
と
、

す
な
わ
ち
〈
身
を
焼
い
て
〉〈
光
る
〉
と
い
う
こ
と
の
焦
点
は
、『
法
華
経
』

の
指
し
示
す
〈
身
を
焼
く
供
養
〉
の
功
徳
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
法
華
経
』「
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
」
に
よ
れ
ば
、「
世
尊
」
は
、

薬
王
菩
薩
の
前
生
で
あ
る
一
切
衆
生
憙
見
菩
薩
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

説
い
た
の
で
あ
っ
た
。

「
遠
い
昔
、
日
月
浄
明
徳
如
来
が
法
華
経
の
教
え
を
説
い
た
時
、
そ

れ
を
聴
聞
し
た
一
切
衆
生
憙
見
菩
薩
は
、
教
え
に
し
た
が
っ
て
苦
行

し
、
つ
い
に
「
現
一
切
色
身
三
昧
」
に
達
し
た
。
そ
こ
で
憙
見
菩
薩

は
、
浄
明
徳
如
来
と
法
華
経
を
花
や
香
に
よ
っ
て
供
養
し
た
。
だ

が
、
そ
れ
で
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
「
身
を
以
て
供
養
せ
ん
に
は
如
か

じ
。」
と
考
え
す
す
め
、「
自
ら
身
を
然
し
て
」、
そ
れ
が
、「
光
明
遍

く
八
十
億
恒
河
沙
の
世
界
を
照
す
。」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
諸

仏
は
そ
れ
を
み
て
、
も
ろ
も
ろ
の
布
施
の
中
で
最
も
尊
く
価
値
あ
る

も
の
だ
と
賞
め
た
た
え
た
。」（
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
・『
国
訳
大
蔵
経
』

第
一
巻
、
二
六
三
頁
、
取
意
）

　
「
一
切
衆
生
憙
見
菩
薩
」
の
到
達
し
た
仏
へ
の
最
高
の
供
養
は
、「
身
を

以
て
供
養
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
実
行
が
「
自
ら
身
を
然
し

て
」
で
あ
っ
た
。「
憙
見
菩
薩
」
は
、「
自
ら
身
を
然
し
て
」
仏
を
供
養
す

る
こ
と
を
最
も
価
値
あ
る
布
施
と
し
て
示
し
、
か
つ
、
そ
の
時
に
発
し
た
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「
光
明
」
が
あ
ま
ね
く
「
世
界
を
照
す
」
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
よ
だ
か
」
が
口
に
す
る
「
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
」
と
は
、

こ
の
「
憙
見
菩
薩
」
の
よ
う
に
、〈
我
が
身
を
焼
い
て
仏
へ
の
最
高
の
供

養
と
す
る
〉
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
時
の
「
小
さ
な
ひ
か
り
」
が

〈
衆
生
の
心
の
闇
を
照
ら
す
こ
と
〉
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。「
よ
だ
か
」
は
、
最
高
価
値
と
し
て
の
捨
身
布
施
と
そ
の
効
果
を
口

に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
」
の
一
言
の
中
に
は
、「
自
ら
身
を

然
し
て
」
と
い
う
最
高
の
供
養
（
＝
捨
身
布
施
）
の
思
想
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
ま
た
、「
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
」
の
一
言
の

中
に
は
、「
光
明
遍
く
八
十
億
恒
河
沙
の
世
界
を
照
す
」
と
い
う
思
想
も

沈
み
込
ん
で
い
る
。「
よ
だ
か
」
の
意
志
は
、〈
我
が
身
を
焼
く
供
養
〉〈
闇

を
照
ら
す
光
〉
と
い
う
思
想
に
下
支
え
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

３
・
４　

ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
と
し
て

　
〈
我
が
身
を
焼
く
供
養
〉〈
闇
を
照
ら
す
光
〉
と
い
う
思
想
の
童
話
的
実

現
は
、『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
登
場
す
る
「
バ
ル
ド
ラ
の
蠍
」
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
む
か
し
の
バ
ル
ド
ラ
の
野
原
」
に
い
た
「
一
ぴ
き
の
蠍
」
は
、「
い
た

ち
」
に
追
わ
れ
、「
井
戸
」
に
落
ち
て
溺
れ
死
ぬ
ま
ぎ
わ
、「
斯
う
云
っ
て

お
祈
り
を
し
た
」
と
い
う
。

「
ど
う
か
神
さ
ま
。
私
の
心
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。
こ
ん
な
に
む
な
し

く
命
を
す
て
ず
ど
う
か
こ
の
次
に
は
ま
こ
と
の
み
ん
な
の
幸
の
た
め

に
私
の
か
ら
だ
を
お
つ
か
ひ
下
さ
い
。
っ
て
云
っ
た
と
い
ふ
の
。
そ

し
た
ら
い
つ
か
蝎
は
じ
ぶ
ん
の
か
ら
だ
が
ま
っ
赤
な
う
つ
く
し
い
火

に
な
っ
て
燃
え
て
よ
る
の
や
み
を
照
ら
し
て
ゐ
る
の
を
見
た
っ
て
。

い
ま
で
も
燃
え
て
る
っ
て
お
父
さ
ん
仰
っ
た
わ
。
ほ
ん
た
う
に
あ
の

火
そ
れ
だ
わ
。」（『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
全
集
七
、二
八
七
頁
）

　

夜
の
空
に
「
い
ま
で
も
燃
え
て
る
」
と
い
う
存
在
と
し
て
、「
バ
ル
ド

ラ
の
蠍
」
は
、「
よ
だ
か
」
に
類
比
的
で
あ
る
。
で
は
、「
バ
ル
ド
ラ
の
蠍
」

が
「
い
ま
で
も
」
夜
空
で
光
を
放
つ
存
在
と
し
て
あ
る
と
は
、
何
を
意
味

す
る
の
か
。

　
「
蠍
」
の
「
祈
り
」
の
中
心
は
、「
こ
の
次
に
は
」「
私
の
か
ら
だ
を
お

つ
か
ひ
下
さ
い
」
に
あ
る
。
そ
れ
は
、「
ま
こ
と
の
み
ん
な
の
幸
の
た
め
」

に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
祈
り
」
の
内
実
は
、「
蠍
」
の
「
こ

の
次
」
の
「
生
」
に
お
け
る
捨
身
（
＝
施
身
）
と
い
う
尊
い
行
為
を
意
味

す
る
。
こ
の
「
祈
り
」
は
、「
蠍
」
自
身
の
い
く
つ
も
の
転
生
の
な
か
で

実
践
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
故
に
、「
蠍
」
は
「
星
」（
＝
「
ま
っ
赤

な
う
つ
く
し
い
火
」）
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
い
ま
で
も
燃
え
て
る
」
と
は
、
捨
身
（
＝
施
身
）
と
い
う
尊
い
行
為

に
よ
っ
て
、「〈
昔
〉
の
蠍
が
、〈
今
〉
の
蠍
の
星
」
と
し
て
「
よ
る
の
や

み
を
照
ら
し
て
ゐ
る
」
こ
と
を
述
べ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
釈

尊
が
前
生
で
「
蠍
」
で
あ
っ
た
と
き
に
な
し
た
尊
い
行
為
を
語
り
、
闇
を

照
ら
す
「
仏
」
と
し
て
の
「
今
」
を
語
る
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
「
よ
だ
か
」
に
も
、
同
様
の
事
情
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。「
よ
だ

か
」
の
発
す
る
「
灼
け
て
死
ん
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
」
に
は
、
捨
身
布
施

の
思
想
と
光
明
遍
照
の
思
想
が
沈
み
込
ん
で
い
る
、と
既
に
い
っ
た
。「
空

の
向
ふ
」
に
飛
翔
す
る
「
よ
だ
か
」
の
行
為
と
は
、「
私
の
か
ら
だ
を
お

つ
か
ひ
下
さ
い
」（
バ
ル
ド
ラ
の
蠍
）
と
い
う
こ
と
の
、
無
言
の
実
践
だ
っ
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た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
に
は
、「
僕
は
も
う
あ
の
さ
そ
り
の
や
う

に
ほ
ん
た
う
に
み
ん
な
の
幸
の
た
め
な
ら
ば
僕
の
か
ら
だ
な
ん
か
百
ぺ
ん

灼
い
て
も
か
ま
は
な
い
。」
と
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」
が
語
る
（『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

全
集
七
、二
九
二
頁
）
と
お
な
じ
よ
う
な
、「
み
ん
な
の
幸
」
に
資
す
る
た
め

に
生
き
る
／
死
す
る
「
よ
だ
か
」
の
す
が
た
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

か
く
て
物
語
は
、「
昔
の
よ
だ
か
」
が
「
よ
だ
か
の
星
」
と
し
て
転
生

を
果
た
し
、
そ
れ
が
「
今
」
に
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
結
末
と

す
る
。「
バ
ル
ド
ラ
の
蠍
」
の
説
話
が
「
釈
尊
」
の
前
生
譚
と
し
て
読
み

う
る
物
語
だ
っ
た
よ
う
に
、「
よ
だ
か
」
の
物
語
も
ま
た
、「〈
昔
〉
の
よ

だ
か
が
、〈
今
〉
の
よ
だ
か
」
と
し
て
「
よ
る
の
闇
を
照
ら
し
て
ゐ
る
」

こ
と
を
述
べ
た
も
の
、
即
ち
、「
釈
尊
」
の
前
生
譚
と
し
て
受
け
取
り
う

る
物
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
と
し
て
、「
よ
だ
か
」
は

「
釈
尊
」
の
前
生
で
あ
る
。
実
は
、「
釈
尊
」
は
前
生
に
「
よ
だ
か
」
と
し

て
生
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、物
語
は
そ
れ
を
前
面
に
強
く
押
し
出
し
て
は
い
な
い
。
賢
治
は
、

〈
身
を
焼
く
供
養
〉
の
仏
教
的
実
践
と
そ
の
功
徳
を
そ
れ
と
し
て
正
面
に

押
し
立
て
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
仏
教
色
を
う
す
め
る
よ
う
な
か
た
ち
で

「
童
話
」
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
を
編
み
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

３
・
５　

物
語
の
説
示

　

最
後
に
、末
尾
の
一
文
「
今
で
も
ま
だ
燃
え
て
ゐ
ま
す
」
の
「
今
で
も
」

に
つ
い
て
、
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
「
今
で
も
」
の
「
今
」
は
、
作
中
の
語
り
行
為
の
現
在
で
あ
る
と

同
時
に
、
読
者
の
現
在
（
＝
読
む
行
為
の
「
今
」）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
読
者
に
あ
る
説
示
を
呼
び
起
こ
し
う
る
は
た
ら
き
を
も
つ
。
た

と
え
ば
、「
兎
」
の
焼
身
供
養
と
い
う
尊
い
行
為
を
語
る
「
月
の
兎
」
の

物
語
（
こ
の
説
話
も
、
も
と
も
と
は
仏
が
兎
で
あ
っ
た
と
き
の
仏
前
生
譚
で
あ

る
）で
は
、話
の
末
尾
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
示
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。「（

兎
が
、
あ
る
と
き
、
飢
え
た
仙
人
に
食
を
与
え
よ
う
と
し
て
火
に
飛
び

込
み
、我
が
身
を
焼
い
て
差
し
だ
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
）、

此
の
兎
の
火
に
入
り
た
る
形
を
月
の
中
に
移
し
て
、
普
く
一
切
の
衆

生
に
令
見
（
み
し
め
ん
）
が
為
め
に
、
月
の
中
に
籠
め
給
ひ
つ
。
…
…

万
の
人
、
月
を
見
む
ご
と
に
此
の
兎
の
事
、
可
思
出
（
お
も
ひ
い
づ
べ
）

し
」（『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
・
一
三
）

　

掲
げ
た
『
今
昔
物
語
集
』
説
話
で
は
、
尊
い
行
為
を
な
し
た
「
兎
」
が

「
月
」に
移
し
籠
め
ら
れ
た
理
由
を「
普
く
一
切
の
衆
生
に
令
見（
み
し
め
ん
）

が
為
め
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、「
万
の
人
、
月
を
見
む
ご
と
に

此
の
兎
の
事
、可
思
出
（
お
も
ひ
い
づ
べ
）
し
」
と
い
う
説
示
に
人
々
を
導
く
。

な
ぜ
な
ら
、「
兎
の
火
に
入
り
た
る
形
」
は
、
兎
の
尊
い
行
為
の
形
見
と

し
て
、
永
遠
に
現
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

賢
治
の「
よ
だ
か
」の
物
語
も
お
な
じ
で
は
な
い
か
。「
今
で
も
ま
だ
燃
え

て
」い
る「
よ
だ
か
の
星
」と
は
、「
よ
だ
か
」の
形
見
と
し
て
の
「
今
」
を
永

遠
に
現
在
せ
し
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
普
く
一
切

の
衆
生
に
令
見
（
み
し
め
ん
）
が
為
め
」
に
な
さ
れ
た
「
仏
」
の
所
為
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
、「
よ
だ
か
の
星
」
を
み
る
誰
も
が
、「
よ
だ
か
の
星
を
見

む
ご
と
に
」、「
此
の
よ
だ
か
の
事
、
可
思
出
（
お
も
ひ
い
づ
べ
）
し
」
と
い

う
説
示
に
導
か
れ
う
る
。
そ
の
と
き
、「
よ
だ
か
」
の
前
生
が
、
こ
の
物
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語
を
読
み
継
ぐ
読
者
の
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
賢
治

の
一
つ
の
大
事
な
狙
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

了　

）

【『
二
十
六
夜
』
に
つ
い
て
の
補
足
】

　
『
二
十
六
夜
』
の
、「
穂
吉
の
物
語
」
に
お
け
る
穂
吉
の
死
に
つ
い
て
、『
法
華

経
』
と
の
関
わ
り
か
ら
、
一
点
補
足
し
て
お
き
た
い
。

　
『
二
十
六
夜
』
で
は
、「
梟
鵄
守
護
章
」
と
い
う
経
典
を
「
講
義
」
す
る
「
高
僧
」

の
説
法
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
心
に
聞
く
「
穂
吉
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

な
の
に
、「
穂
吉
」
の
身
に
の
み
「
不
幸
」
が
訪
れ
る
。「
穂
吉
」
は　

人
間
に

捕
縛
さ
れ
、
足
を
折
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、「
高
僧
」
の
説
法
は
、

そ
ん
な
不
幸
な
「
穂
吉
」
の
た
め
に
な
さ
れ
る
か
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。「
穂
吉

ど
の
も
、
た
ゞ
一
途
に
聴
聞
の
志
ぢ
ゃ
げ
な
で
、
こ
れ
か
ら
さ
っ
そ
く
講
ず
る

と
い
た
さ
う
。」
と
い
う
具
合
に
。

　

し
か
し
、
作
品
の
結
末
部
、「
穂
吉
」
は
、
若
い
ま
ま
息
を
引
き
取
る
こ
と
に

な
る
。
穂
吉
が
息
を
引
き
取
る
直
前
、「
疾
翔
大
力
＝
捨
身
菩
薩
」
の
「
来
迎
」

が
あ
り
、「
捨
身
菩
薩
の
お
か
ら
だ
は
、
十
丈
ば
か
り
に
見
え
そ
の
か
ゞ
や
く
左

手
が
こ
っ
ち
へ
招
く
や
う
に
伸
び
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
穂
吉

の
天
上
行
き
を
示
す
だ
ろ
う
。『
二
十
六
夜
』
の
結
末
、「
少
し
口
を
あ
き
、
か

す
か
に
わ
ら
っ
た
ま
ゝ
」
も
ま
た
、「
穂
吉
」
の
天
上
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
保

証
す
る
。「
杉
浦
静
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
笑
み
は
仏
教
で
い
う<

臨
終
正
念>

の

表
現
で
あ
り
、
賢
治
の
童
話
制
作
意
図
の
核
心
で
あ
る
」
と
い
う
（
ち
く
ま
文
庫
・

宮
澤
賢
治
全
集
・
５
「
解
説
」、
五
〇
五
頁
）。

　

な
ぜ
、
穂
吉
の
天
上
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
可
能
だ
っ
た
か
。『
法
華
経
』
を

補
助
線
と
し
て
、
一
つ
の
解
釈
が
示
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、『
法
華
経
』

に
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
あ
る
。

　

爾
の
時
に
仏
、
弥
勒
菩
薩
摩
訶
薩
に
告
げ
た
ま
は
く
、『
阿
逸
多
、
其
れ

衆
生
有
つ
て
、
仏
の
寿
命
の
長
遠
な
る
こ
と
是
の
如
く
な
る
を
聞
い
て
、

乃
至
能
く
一
念
の
信
解
を
生
ぜ
ば
、
所
得
の
功
徳
限
量
あ
る
こ
と
無
け
ん
。

若
し
善
男
子
善
女
人
有
つ
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
為
の
故
に
、
八

十
萬
億
那
由
陀
劫
に
於
て
五
波
羅
蜜
を
行
ぜ
ん
。
…
…
是
の
功
徳
（
＝
五
波

羅
蜜
行
）
を
以
て
前
の
功
徳
（
＝
一
念
の
信
解
）
に
比
ぶ
る
に
、
百
分
、
千
分
、

百
千
萬
億
分
に
し
て
其
の
一
に
も
及
ば
ず
。（
分
別
功
徳
品
第
十
七
、『
国
訳
大
蔵

経
』
第
一
巻
、
二
一
九
頁
）

　

右
傍
線
部
に
見
る
よ
う
に
、『
法
華
経
』
は
、
多
年
に
わ
た
る
波
羅
蜜
行
に
比

照
さ
せ
て
「
一
念
の
信
解
」
の
重
要
さ
を
説
い
て
い
る
。

　

穂
吉
が
天
上
に
生
ま
れ
変
わ
り
え
た
の
は
、
穂
吉
に
「
一
念
の
信
解
」
が
成

立
し
て
い
る
、
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

「（
さ
わ
が
し
い
二
疋
を
よ
そ
に
、「
穂
吉
」
の
み
が
）
じ
っ
と
ま
っ
す
ぐ
を
向

い
て
、
枝
に
と
ま
っ
た
ま
ゝ
、
は
じ
め
か
ら
お
し
ま
ひ
ま
で
、
し
ん
と
し

て
ゐ
ま
し
た
。」

と
物
語
に
い
う
の
は
そ
の
証
左
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、「
穂
吉
」
に
お
け
る

「
一
念
の
信
解
」
の
態
度
お
よ
び
そ
の
功
徳
の
伏
線
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
に
ち

が
い
な
い
。「
穂
吉
」
の
天
上
へ
の
転
生
を
保
証
す
る
も
の
は
、「
一
念
の
信
解
」

で
あ
り
、
賢
治
は
、『
法
華
経
』
か
ら
の
「
一
念
の
信
解
」
の
思
想
を
「
穂
吉
」

の
昇
天
の
物
語
と
し
て
描
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。


